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「グリーンリース普及促進事業」 

の事例から学ぶ 
 

グリーンリース実践のポイント 
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テナントビルの低炭素化・省エネ化に 
向けた普及促進セミナー 

東京都環境局 
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本日のアウトライン 



１ グリーンリースとは？ 
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緑の飾り 
のこと？ リース機器

のこと？ 



１ グリーンリースとは？ ～グリーンリース契約～ 
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テナント オーナー 

もっと新しい
設備なら光熱
費が安くなる
のになぁ 

設備更新したい
けど、コスト負
担も大きいし、
テナントに迷惑
をかけてしまう
なぁ 

・光熱費の削減 

・環境配慮企業としてのPR 

・執務環境の改善 

・ビルの価値上昇 

・入居率のアップ 

・テナント満足度のアップ 

最新設備を導入すると 最新設備を導入すると 
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グリーンリース契約 成立！！ 

より執務環境を改善
できる設備更新をし
ます！ 

新しい設備にして、削
減された光熱費の一部
を改修費に充ててくだ
さい！ 

グリーンリース 

（設備改修）実施前 

グリーンリース 

（設備改修）実施後 

テナントの利益 

オーナーへ還元 
(グリーンリース料) 

グリーンリース実施前後のテナント光熱費(イメージ) 

実施前 
光熱費 

削減した光熱費 

削減した光熱費 

１ グリーンリースとは？ ～グリーンリース契約～ 



１ グリーンリースとは？ ～グリーンリースの定義～ 
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ビルオーナーとテナントが協働し、不動産
の省エネなどの環境負荷の低減や執務環
境の改善について契約や覚書等によって
自主的に取り決め、取り決め内容を実践
すること。 

環境不動産普及促進検討委員会（国土交通省）「グリーンリース・ガイド」より 

ビルオーナー・テナント双方が 
光熱費削減等の恩恵を受ける 
Win-Winの関係を構築 



１ グリーンリースとは？ 

 

２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 

 

３ グリーンリース実践のポイント 

 

４ グリーンリース取組事例の紹介 
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本日のアウトライン 



２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 
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＜事業概要・目的＞ 
・東京都内の中小テナントビルにおいて、中小テナントビルの所有者及びテナント等事業 

 者が協働してグリーンリースを実施することを条件に、設備改修費用の一部を助成する。 

・本事業を通じて得られた事例から、グリーンリースを実践するためのノウハウを取りまと 

 め、情報発信を行うことにより、グリーンリースの普及促進を図る。 
 

⇒「グリーンリース実践の手引」 として取りまとめ 

＜スキーム＞ 

  東京都 

  

中小テナントビル 
オーナー 

テナント 

  
グリーンリース

契約 
  

  

事例収集 

助成金交付 手引きの普及・活用 

テナントビル 
手引き 
作成 
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【事業内容】 
項目 内容 

募集期間 平成28年度から平成30年度まで （第４回は平成30年7月31日まで） 

交付期間 平成28年度から平成32年度まで 

予算規模 約21億円 

助成対象事業者 
・都内中小テナントビルを所有する中小企業者等 
・当該テナントビルの地球温暖化対策報告書を提出する事業者 

助成対象事業 
・ビルオーナーとテナントで設備改修のグリーンリース契約を締結 
・設備改修後のベンチマーク評価がA2以上の見込み 

助成対象経費 
・調査費用（助成率1/2、上限100万円） 
・設備改修費用（助成率1/2、上限4,250万円（調査費用含む）） 

リース事業者又はESCO事業者 
との共同申請もできます！ 

２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 
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【助成対象事業者】 
・都内中小テナントビルの所有者 
 
→自己資金の調達が難しい場合や、初期投資を抑えたい場合などを踏まえ、 
 リース事業者又はESCO事業者（ビジネス事業者）との共同申請も可能 
 
 
・中小企業基本法に規定する中小企業者等（資本金10億円未満含む） 
 であって、実質的に大企業等が経営に参加していない者 
 
→いわゆる大企業や、地方公共団体、公益財団法人などは含まない。 
 
 
・申請するテナントビルの地球温暖化対策報告書を提出する事業者 
 
→申請までに当該報告書を提出する必要がある。 

２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 



ビジネス事業者登録・紹介制度 
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地球温暖化対策の知見及び技術を有する事業者として、 

都に登録している民間の会社を紹介 

登録事業者数 社（平成30年6月末現在） 

登録事業者の業種は？ 

更にオーナーと共同申請できる 

「ESCO事業者」は 社 

 
グリーンリース普及促進事業を 
活用される事業者のサポート・ 

アドバイスをできるビジネス事業者は 

社 

●設備施工会社 27社 

●コンサルタント会社 21社 

●ビル管理会社 13社 

●建設会社 4社 

●設備機器製造会社 2社 

●エネルギー供給会社 3社 

●その他 2社 



ビジネス事業者登録・紹介制度 
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グリーンリース普及促進事業を活用される事業者の 
サポート・アドバイスをできるビジネス事業者一覧（14社） 

※サポートできる内容・費用等は各ビジネス事業者へ直接お問合せ下さい。 
  東京都及びクール・ネット東京が内容等を保証するものではありません。 

（50音順）

連絡先

電話番号

1 アイ・ビー・テクノス 株式会社 環境ソリューション企画室 03-6758-0223

2 アズビル 株式会社 エネルギーマネジメント部 03-6432-5116

3 一般社団法人 資源エネルギー研究協会 事務局 03-6380-0759

4 株式会社 ヴェリア・ラボラトリーズ 営業開発部 03-6279-0782

5 株式会社 ザイマックスアルファ 工事事業本部 技術統括グループ 03-6859-0420

6 株式会社 テクノプランニング コンサルタント部 03-5829-6768

7 株式会社 ピーエーシー環境モード 03-5207-5288

8 株式会社 未来工栄 省エネ技術部 03-5926-4333

9 協立機電工業 株式会社 広域営業本部 営業支援部 03-3268-7163

10 日本カーボンマネジメント 株式会社 コンサルティング部 03-6912-4471

11 日本管財 株式会社 技術統轄本部 東日本ＥＭセンター 03-5299-0855

12 日本工営 株式会社 エネルギー事業部 03-5215-6856

13 明電プラントシステムズ 株式会社 技術部技術課 03-5487-6424

14 野村不動産パートナーズ 株式会社 環境技術部 03-5368-7805

平成30年5月17日現在

会社名 部署名No.



○都内全ての中小規模事業所の地球温暖化対策の推進 

○地球温暖化対策報告書の作成に取り組むことを通じて、各事業所のCO2排出量を把握し、 
  また、地球温暖化対策を継続的に実施すること 

＜目的＞ 

＜概要＞ 

○2010年４月開始（環境確保条例で規定） 

○原油換算エネルギー使用量が年間で1,500kL未満の事業所が対象 

○提出区分は、『義務提出』と『任意提出』 

○報告書記載内容は、前年度のCO2排出量、温暖化対策実施状況 など 

地球温暖化対策報告書制度 
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＜提出の区分＞ 

義務提出者 
『前年度の年間の原油換算エネルギー使用量が30kL以上1,500kL未満の事
業所等』を都内に設置しており、その原油換算エネルギー使用量の合計が
3,000kL以上になる事業者 

任意提出者 
都内に設置している中小規模事業所の原油換算エネルギー使用量の合計が
3,000kL未満の事業者 

 
3,000 kl以上 
義務提出者 

  
3,000 kl未満 
任意提出者 

 

原油換算エネルギー使用量の合計 都内の事業所 

（年間原油換算エネルギー使用量30kL以上1,500kL未満※） 

地球温暖化対策報告書制度 

14 
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【助成対象事業】 
・都内中小テナントビルにおいて、当該中小テナントビルの所有者及びテナント
等事業者が、省エネ改修に関するグリーンリース契約を締結し、実施すること。 
 
 例）照明や空調の設備改修とその費用分担に関するグリーンリース契約 
 
・省エネ改修実施後の当該中小テナントビルのベンチマーク評価がA2（A2-） 
 以上となることが見込まれること。 
 
 例）改修前：A1+ → 改修後：A3 

留意事項 
 

 既にベンチマークがA2以上の場合 
 ⇒ベンチマークレンジの向上が見込まれること。 
  例）改修前：A3 → 改修後：A3+ 

省エネ改修効果診断ツール 
で確認できます！ 

２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 



低炭素ベンチマーク 【省エネレベルの見える化】 

◆地球温暖化対策報告書の膨大なデータを分析したもの 
   ○ 業種ごとの平均的な年間CO2排出量を原単位化（30業種） 
   ○ 平均値と比較したCO2排出レベルの分類（7段階15レンジ） 

◆中小規模事業所が自らのCO2排出水準を把握するための指標 
    ○ 同業種における事業所ごとのCO2排出レベルの比較可能 

 C 

 B1 

 B2- 

 B2 

 B2+ 

 A1-   平均値 

 A1 

 A1+ 

 A2- 

 A2 

 A2+ 

 A3- 

 A3 

 A3+ 

 A4 
 
CO2排出量原単位(kg-CO2/㎡) = 
 
 
※ 延床面積1㎡当たりのCO2排出量のこと 

事業所の年間CO2排出量（kg） 

事業所の延床面積（㎡） 

ワンランク上の排出水準を目標に、 
段階的にステップアップ！ 

平均値 

要件 

16 
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 省エネ改修効果診断ツール 

省エネ改修効果診断ツールを用いて、 
設備改修後Ａ２以上となるか確認 

＜作成に必要な主な書類＞ 
・竣工図、貸室面積表、賃貸借契約書等 

・ビル外観写真画像データ 

・エネルギー購買伝票等 

・月別テナント入居率がわかる一覧表 

・改修計画書、更新機器カタログや仕様書等 

・既存機器の機器完成図や仕様書等 
 

※『省エネ改修効果診断ツール 操作マニュアル』に 
 沿って作成 

ツールは環境局ホームページからダウンロードできます。 
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/climate/businesses/enquete2013.html 

改修後が
A2以上 

例 



名称 グリーンリース普及促進事業 テナントビル省CO2促進事業 

所管 東京都環境局 環境省 

事業主体 クール・ネット東京 一般社団法人 静岡県環境資源協会 

募集期間 平成28年度から平成30年度まで 平成28年度から平成30年度まで 

交付期間 平成28年度から平成32年度まで 各募集年度内 

事業規模 約21億円 50億円（ZEB実証事業含む） 

対象者 

・都内中小テナントビルを所有する中小企業者等
（ESCO事業者又はリース事業者との共同申請可） 

・当該テナントビルに係る地球温暖化対策報告書
を提出する事業者 

テナントビルの所有者（リース事業者との共
同申請可） 

対象事業 

・GL契約締結のための調査事業（単独不可） 
  
・GL契約に基づく設備改修事業 
（ベンチマークA2以上が見込めること） 

・GL契約締結のための調査事業（単独不可） 
・GL契約に基づく運用改善事業 
・GL契約に基づく設備改修事業 
（15％以上のCO2削減が見込めること） 

対象経費 
助成率 

・調査費用（1/2・上限100万円） 
 
・設備改修費用（1/2・上限4,250万円） 

・調査費用（1/2・上限50万円） 
・運用改善費用（1/2・上限50万円） 
・設備改修費用（1/2・上限5000万円） 

※表中ではグリーンリースをGLと表記しています。 

グリーンリース普及促進事業～都と国の比較～ 
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東京都 

環境省※ 

平成30年度 平成31年度 

交付申請 

都の事業の流れ 

  交付申請→審査→交付決定→工事着手→工事完了→助成金支払 

  ※工事契約・着手は、交付決定後に実施 

審査 交付決定 

工事着手～完了 

助成金支払 

交付申請 

審査 交付決定 

工事着手～完了 

助成金支払 

テナントとのグリーンリース
契約手続きや工事期間の
調整が十分可能 

グリーンリース普及促進事業～都と国の比較～ 

※都の事業と比較するため、手続きの名称を便宜的に統一して表記しています。 19 
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＜募集結果概要＞ 

（募集期間）第１回 平成28年10月31日～平成29年１月31日 

      第２回 平成29年  ４月24日～平成29年７月31日 

      第３回 平成29年10月 2日～平成30年1月31日 

■交付決定件数                    26件 

■助成金交付総額（予定）             約５億円 

■交付決定事業所平均ＣＯ２削減率（見込）      約 18％ 

■年間ＣＯ２削減見込量               約1,430ｔ 

  

２ グリーンリース普及促進事業 ～助成事業の募集結果～ 
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＜集計項目＞ 
Ａ グリーンリース契約の締結範囲 

  ・建物全体に占めるグリーンリース契約範囲 

   ・グリーンリース契約するテナントの数 
 

Ｂ グリーンリース契約の内容 
  ・設備改修のグリーンリース契約の対象設備 

  ・運用改善のグリーンリース契約の取組 

  ・テナントからビルオーナーへのグリーンリース料還元割合と 

   グリーンリース契約期間 
 

Ｃ グリーンリースによる省エネ効果 

  ・設備改修前後のベンチマーク 

２ グリーンリース普及促進事業 ～助成事業の募集結果～ 



グリーンリース契約するテナントの数 

Ａ グリーンリース契約の締結範囲 

・過半数の事業において、ビルの半分以上 

 でグリーンリースを実施 

・約６割のビルオーナーが複数のテナントと 

 グリーンリース契約を締結 

建物全体に占める 
グリーンリース契約範囲 
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２ グリーンリース普及促進事業 ～助成事業の募集結果～ 

100% 

4件 
(15%) 

50％以上

100％未満 

13件 
(50%) 

50％未満 

9件 
(35%) 

1社 

10件 
(38%) 

2～5社 

8件 
(31%) 

6～10社 

7件 
(27%) 

11社以上 

1件 
(4%) 



Ｂ グリーンリース契約の内容（その１） 

・グリーンリース契約の対象設備は 

 空調と照明がメイン 

設備改修のグリーンリース契約の対象設備 

・グリーンリース契約において 

 様々な取組を実施 

・エネルギーデータの共有 

・目標の設定 

・協議会の設置 

・空調設定温度の緩和 

・空調設定温度のルール設定 

・未利用区画の空調停止 

・昼休みの消灯 
 

 運用改善のグリーンリース契約の取組例 
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２ グリーンリース普及促進事業 ～助成事業の募集結果～ 

3 

10 

17 

20 

0 5 10 15 20 25

全熱交換器等の導入 

高輝度誘導灯の導入 

高効率照明器具の導入 

高効率パッケージ形空調機の導入 

※数字は延件数 



Ｂ グリーンリース契約の内容（その２） 

・テナントからビルオーナーへの 

 還元割合30％以上が過半数 

・契約期間が、一般的な賃貸借契約より 

 長い３年以上が半数程度 

テナントからビルオーナーへの 
グリーンリース料の還元割合 グリーンリース契約期間 
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２ グリーンリース普及促進事業 ～助成事業の募集結果～ 

30％未満 

10件 
(39%) 

30％以上

50％未満 

6件 
(23%) 

50％以上 

10件 
(38%) 

1年以上 

3年未満 

14件 
(54%) 

3年以上 

5年未満 

7件 
(27%) 

5年以上 

5件 
(19%) 



Ｃ 省エネ効果 

改修前 

・申請要件（Ａ２）未満のビルが16件 

・平均はA1程度 

改修後 

・最も省エネレベルの良いＡ４が9件 

・平均はA3程度 

 
低 省エネレベル 高 
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２ グリーンリース普及促進事業 ～助成事業の募集結果～ 

A4 

3件 
(12%) A3 

4件 
(15%) 

A2 

3件 
(12%) 

A1 

11件 
(42%) 

B2 

5件 
(19%) 

A4 

9件 
(35%) 

A3 

6件 
(23%) 

A2 

11件 
(42%) 



１ グリーンリースとは？ 

 

２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 

 

３ グリーンリース実践のポイント 

 

４ グリーンリース取組事例の紹介 
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本日のアウトライン 



グリーンリースの手順 
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１ 
•事前準備 

２ 
•グリーンリース契約 

３ 
•契約後の対応 

グリーンリースの手順を 

３つに分けて解説するよ！ 

マスコットキャラクター 

”ecoのん” 

３ グリーンリース実践のポイント 



１事前準備 
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はじめにビルがグリーンリースに 

合っているか確認してね！ 

・テナントのエネルギー使用量に応じて、光熱費を請求していますか？ 

・LED照明などの省エネ設備を導入していないテナント専用部はありますか？ 

Step.1 現在のビルの状況 

Step.2 設備改修のニーズ 

・省エネやテナント満足度の向上につながる設備改修を考えていますか？ 

・テナントに設備改修の要望を確認していますか？ 

テナントから設備改修の要望が 

あったら、きちんと耳を傾けてね！ 

３ グリーンリース実践のポイント 



１事前準備 
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第三者とは？ 
 グリーンリース契約の主体となるビルオーナー、テナント以外で、 
設備の管理やグリーンリース契約のサポートができる事業者 
 

例）ビル管理会社、PM会社、ESCO事業者、 
  設備メーカー、工事施工会社、コンサル会社など 

第三者のサポートの活用 

Step.3は難しいかな！？ 

定格消費電力とか設備仕様なんて分から

ない…という方は第三者を活用してね！ Step.3 改修設備の情報 

① 改修設備において、既設の定格消費電力等の設備仕様を把握していますか？ 

② 改修設備において、新設の定格消費電力等の設備仕様を把握していますか？ 

自分で進めるのが難しい場合は、 

グリーンリースをサポートできる 

第三者に相談してね！ 

３ グリーンリース実践のポイント 



２グリーンリース契約 
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固定、変動それぞれにメリット、 

デメリットがあるんだよ！ 

Step.1 削減効果の算定とグリーンリース料の設定 

・設備改修前後のエネルギー使用量の差分から、削減効果を算定しましたか？ 

・上記の削減効果を元に、光熱費の削減金額を算定しましたか？ 

・設備改修費用の投資回収年数を考慮して、グリーンリース料（還元割合）と契約期間を 
 決めましたか？又はオーナー、テナントのメリットをシミュレーションした上で決めましたか？ 

削減効果の算定方法 

A：実績値 

設備改修前後の実績値を
用いて算定 
B：推計値 

設備の仕様、運転時間など
を用いて算定 

グリーンリース料の設定方法 

固定 定額制 例：●円/㎡、●円/月、●円/台 など 

変動 
削減連動制 例：前年同月比での削減分の●%相当額 など 

従量制 例：●円/kWh など 

３ グリーンリース実践のポイント 



２グリーンリース契約 
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テナントへの説明に当たって

は、 

「グリーンリース実践の手引」 

中の「配布用チラシ」を活用し

て説明できます！ 

Step.2 テナントとの契約内容の調整 

・テナントに対して、グリーンリース料及び契約期間を説明し、合意を得られましたか？ 

３ グリーンリース実践のポイント 

「テナント配布用チラシ」の一部（例） 



２グリーンリース契約 
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Step.3 グリーンリース契約 

・契約書に、次の項目を記載しましたか？ 
 
 ①オーナー、テナント双方協力して省エネに取組むこと 
 ②グリーンリースの対象となる設備 
 ③グリーンリース料及び契約期間 

記載項目 

 上記①から③までの項目は、グリーンリース契約に当たり必須ですが、 

他にも次のような項目があります。 

・運用改善の取組項目 
（エネルギーデータの共有、削減目標の設定、協議会の設置、照明・空調の運用ルールなど） 
・テナントが自ら省エネ設備改修した際の原状回復義務免除 
・グリーンリース料の支払い方法 

設備改修工事が終わった後

も、運用改善などの取組を協

力してね！ 

３ グリーンリース実践のポイント 
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【総則】 
オーナー・テナント間で環境に対してお
互いが協力する旨の内容を記載しま
す。 

 グリーンリースでは、両者の協力が
不可欠です。明文化することで省エネ
に対する取組姿勢を明確にしましょう。 

【省エネ型機器の導入】 
グリーンリース契約の対象となる設備に
ついて記載します。 

 本項目で記載した設備の導入によって
削減された光熱費を基にグリーンリース
料を算定します。対象機器の型番や能
力、設置場所、台数等を正確に記載しま
しょう。 

覚書の各項目と 

書き方のポイント 

を確認してね！ 

３ グリーンリース実践のポイント 
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【本サービスの費用】 
グリーンリース料についての取決め事項を記載します。 

 グリーンリース料とその算定方法、支払い方法等を記載しましょう。グリーンリース料につ
いては、テナントに対して計算根拠を示して説明することが大切です。削減効果の算定とグ
リーンリース料の設定方法は、「グリーンリース実践の手引」p.21を参考にしてください。 

 また、当初想定していた削減効果を下回る可能性もあるため、その場合の対応を予め取
り決めておくと良いでしょう。 

３ グリーンリース実践のポイント 
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【本覚書の効力】 
契約期間について記載します。 

 グリーンリース料の支払い期間を定めます。賃貸借
契約（原契約）期間や設備改修の投資回収年数等を
勘案して設定しましょう。本覚書のように、いつからい
つまでと記載する他、工事完了の翌月から何年間とす
る方法もあります。 

【運用改善の取組】 
“グリーンリース料の取決め”以外にオーナー・テナント間で協
力できる取組を記載します。 
 「データの共有」、「目標の設定」 、「協議会の設置」や「照明

の消灯」など運用面の協力事項を定め、オーナー・テナントの
協力体制を構築しましょう。 
※この例では「データの共有」の取決めを記載しています。 

契約期間終了後も、引き続きオー
ナーとテナントが協力して省エネに
取り組む内容を盛り込んでね！ 

３ グリーンリース実践のポイント 



３契約後の対応 
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Step.1 削減効果の把握 

・改修した設備のエネルギー使用量を把握していますか？  

Step.2 テナントへの削減効果のフィードバック 

・テナントに対して改修後のエネルギー使用量や 
 削減効果を提供していますか？ 

・グリーンリースの取組をテナントと共有する機会 
（定例ミーティングやテナント協議会など）を設けていますか？ 

新しくテナントが入居する

場合は、グリーンリース契

約を締結できるか検討し

てみてね！ 

設備改修後のエネルギー

使用量が、想定と大きく異

なる時は、原因を突き止

めて！  

３ グリーンリース実践のポイント 



１ グリーンリースとは？ 

 

２ グリーンリース普及促進事業（助成事業） 

 

３ グリーンリース実践のポイント 

 

４ グリーンリース取組事例の紹介 
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本日のアウトライン 



オーナーが主体となって 

長期間のグリーンリース契約を実現 

グリーンリース取組事例 
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 グリーンリースの取組のエッセン

スが詰まった事例を紹介するよ！ 

 まずは、投資回収を主な目的とし

たグリーンリースの事例だよ！ 

事例１ 

テナントが主体となって 

オーナー・サブテナントと３者での契約を実現 

事例２ 

設備販売会社のサポートを得て 

オーナー自らテナントとの調整を実施 

事例３ 



ビルの管理・運営を担う事業者が 

テナントとの調整を実施 

グリーンリース取組事例 
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 この２つの事例は、テナント 

満足度向上を主な目的として 

グリーンリースに取り組んだよ！ 

事例４ 

省エネコンサルタントのサポートを得て 

オーナー自らテナントとの調整を実施 

事例５ 



「グリーンリース実践の手引」公開 
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＜グリーンリース実践の手引 表紙＞ 

○グリーンリースの実例や手順を分かり 
  やすく解説した「グリーンリース実践 
  の手引」を公開しています。 
  
○助成金の申請やグリーンリースに取り 
  組むことを検討されている方は、本手 
   引を参考にしてください。 
 
 
ホームページからダウンロードできます 
 
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/ 
climate/businesses/green_lease.html 

 



オーナーが主体となって長期間のグリーン
リース契約を実現 

グリーンリース取組事例 
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事例１ 



オーナーが主体となって長期間のグリーン
リース契約を実現 

グリーンリース取組事例 
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事例１ 



オーナーが主体となって長期間のグリーン
リース契約を実現 

グリーンリース取組事例 
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事例１ 



オーナーが主体となって長期間のグリーン
リース契約を実現 

グリーンリース取組事例 
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事例１ 



オーナーが主体となって長期間のグリーン
リース契約を実現 

グリーンリース取組事例 
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事例１ 



支援策 お問合せ先 

グリーンリース普及促進事業・手引き 
クール・ネット東京 
03－5990－5089 

ビジネス事業者登録・紹介制度 
クール・ネット東京 
03－5990－5087 

地球温暖化対策報告書・ベンチマーク 
クール・ネット東京 
03－5990－5091 

省エネ改修効果診断ツール 
クール・ネット東京 
03－5990－5088 

テナントビルの低炭素化・省エネ化に向けた 
普及促進セミナー 

クール・ネット東京 
03－5990－5088 

各支援策のお問合せ先 
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東京都環境局  http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/ 

東京都環境局twitter  http://twitter.com/tochokankyo 

Tokyo Climate Change and Smart Energy Strategy 

 

スマートエネルギー都市東京の実現へ 
 

47 

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/
http://twitter.com/tochokankyo


【参考資料】 

・グリーンリースの取組事例 
 （グリーンリース普及促進事業の助成金を活用） 

・低炭素ベンチマーク 



グリーンリース取組事例の紹介 
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オーナーもテナントも
社長同士が定期的
に打合せをしている
んだって！ 

省エネ診断をきっかけに、エネル
ギー会社がオーナーをサポートして
グリーンリースに取り組んでいる
ね。 

グリーンリース
契約期間内
に、投資回収で
きる見込みなん
だって！ 



グリーンリース取組事例の紹介 
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オーナー、テナ
ント、サブテナン
トが一体となっ
てグリーンリー
スに取り組んだ
事例だよ！ 

第三者のサポート
なしで、関係者だ
けで取り組んだん
だね！ 



グリーンリース取組事例の紹介 
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テナントにより詳細
なデータの提供を
行っているよ！ 

光熱費削減分の80％を 
テナントからオーナーに 
還元する契約だよ！ 

支払いは年額固
定にして、テナン
トの手間を軽減
しているね！ 



グリーンリース取組事例の紹介 

52 

ビルの運営・管
理を担うＰＭが
オーナーをサ
ポートした事例
だよ！ 

テナントの要望
を取り入れて、
個別空調に更
新したよ！ 



グリーンリース取組事例の紹介 
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オーナーはテ
ナントに請求
書を“持参
“だって！ 

省エネコンサル
がオーナーをサ
ポートしてるわ！ 

運用改善のグリー
ンリース契約も10

テナントとしている
よ！ 



・地球温暖化対策報告書の膨大なデータを分析したもの 
 業種ごとの平均的なCO2排出原単位（30業種） 
 平均値と比較したCO2排出レベルの分類（7段階15レンジ） 
 
・中小規模事業所が自らのCO2排出水準を把握するための指標 
 同業種における事業所毎のCO2排出レベルの比較可能 

 
CO2排出原単位(kg-CO2/㎡)＝ 
（延床面積１㎡当たりのCO2排出量） 

＜ベンチマークとは？＞ 

低炭素ベンチマーク 

事業所の年間CO2排出量（kg） 

事業所の延床面積（㎡） 
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＜ベンチマーク区分（30業種）＞ 

1 オフィス（テナント専有部） 81.3 14 飲食店（ハンバーガー） 733.4
2 オフィス（自社ビル） 65.4 15 飲食店（喫茶） 414.1
3(1) テナントビル（オフィス系、小規模） 78.9 16 飲食店（焼肉） 561.9
3(2) テナントビル（オフィス系、中規模） 75.5 17 飲食店（中華料理・ラーメン） 985.1
3(3) テナントビル（オフィス系、準大規模） 75.1 18 飲食店（その他） 718.7
4(1) テナントビル（商業複合系、小規模） 207.7 19 旅館・ホテル 125.2
4(2) テナントビル（商業複合系、中規模） 174.8 20 学校・教育施設 23.4
4(3) テナントビル（商業複合系、準大規模） 124.1 21 病院・診療所 106.0
5 物販店（コンビニ） 585.4 22 保育所 57.1
6 物販店（ドラッグストア） 295.4 23 保健・介護施設 72.6
7 物販店（総合スーパー・百貨店） 259.7 24 フィットネス施設 203.5
8 物販店（生鮮食品等） 387.0 25 パチンコ店舗 287.1
9 物販店（食料品の製造小売） 765.3 26 カラオケボックス店舗 252.1
10 物販店（服飾品） 124.8 27 ゲームセンター 333.9
11 物販店（自動車（新車）小売） 63.4 28 図書館 64.3
12 飲食店（食堂・レストラン） 596.6 29 博物館・美術館 69.3
13 飲食店（居酒屋・バー） 365.1 30 区市町村庁舎等 54.6

区分
番号

ベンチマーク区分
平均原単位

kgCO2/m
2

平均原単位

kgCO2/m
2ベンチマーク区分

区分
番号

※2012年度実績改訂版 
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【参考】低炭素ベンチマーク 



レンジ 基準（平均値と比較した比率(%)） 

A4 A4 55％以下 

 
A3 

A3＋ 55％超 - 60％以下 

A3 60％超 - 65％以下 

A3－ 65％超 - 70％以下  

 
A2 

A2＋ 70％超 - 75％以下 

A2 75％超 - 80％以下 

A2－ 80％超 - 85％以下 

 
A1 

A1＋ 85％超 - 90％以下 

A1 90％超 - 95％以下  

A1－ 95％超 - 平均値以下 

 
B2 

B2＋ 平均値超 - 105％以下 

B2 105％超 - 100％以下  

B2－ 110％超 - 115％以下 

B1 B1 115％超 - 150％以下 

C C 150％超 

＜ベンチマークレンジ（7段階15レンジ）＞ 

少 

多 

ＣＯ２ 

排出原単位 

平均値 
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【参考】低炭素ベンチマーク 

要件 


